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Abstract 


. Examinations were carried out for the hourly and seasonal distribution of the number of 
egg rafts of Gulex pipiens pallens, laid on the rice-straw infusion in earthen jars which were 
set at ten different places in the campus of Nagasaki University Schoo! of Medicine. For the 
hourly distribution, egg rafts each in ten jars were counted every one hour from 6 PM to 
7 AM for three days from July 20, 1964. For the seasonal distribution, the egg. rafts were 
counted every day, each in 3 jars during the period from April 11 to December 31 in 1963 
and in 2 jars during from February 1 to December 31 in 1964. The results obtained are 
summarized as-follows : Hourly, the oviposition activity is in general the most active for 
one or two hours after sunset with a high peak at 8-9 PM, decreasing gradually towards the 
time several hours after midnight, becoming a little active again towards sunrise, showing 
that the activity seems to be controled by the change in light. The results of hourly 


collections of egg rafts in 10 jars for 3 days in summer revealed that the number of egg 
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rafts varied greatly with the sites where the jars were placed as shown by the figures . 
given in circles in the order of small to large in Fig. 1. The sites with greater number 
were places which were less windy and had something probably attractive to the gravid 
females such as residue of waste food for mosquito larvae sunk into a ditch. Seasonally, 
the oviposition took place from early February through late December. The oviposition 
activity becomes higher on May reaching the highest period covering from June io Sep- 
tember, decreasing thereafter towards the end of the year. The higher activities observed- 
in 1964 in the spring and on September and October than in 1963 seems to be due to the 
higher air temperatures on those days in 1964. At the most active period, the activity 
was higher in 1963 than in 1964 owing probably to the adequate amount of rainfall in the 
former and to the heavy drought especialiy in mid and late summer in the latter. | The 
alternate rise and fall in the activity observed througbout the years apzear to be roughly 


periodical and this may be due to the succession of generation in the mosquito population 


at outskirts of the campus. 
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実 を 確 め 得 た の で , と の 方 法 で 産卵 活動 の 時 間 的 並び 


と 季節 的 消長 の 調査 を 行なっ た . と と に その 結果 に つ 」 
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いて 報告 する . 本 文 に 入る に 際 し , 本 稿 の 御 校閲 を 賜 
わっ た 大 林 南 三郎 教授 に 心から 御礼 申し 上 げ 、 色 々 と 
助言 下さ っ た 和田 義人 講師 (に 深く 謝意 を 表す る . 


実験 場所 及び 方 法 


実験 場所 は 長崎 大 学 医学 部 構内 で . と と に は アカ イ 
エ ェ カ の 発生 源 は ほとんど 見 当ら な か っ た . 同学 部 の 周 
囲 は 住宅 取 に 連 ら な っ て お り , と の あたり か ら 場 所 
よっ て か な り の アカ イエ カ が 発生 し て いた も の で は な 
いか と 思わ れる . | 

筆 節 的 消長 を 調べ る た め に , 第 1 図 こ 示し た 同 構内 
DNT, 8 9 の 位置 に ワラ の 着 圭 を 入れ た 水 が ガメ を 各 
^ 1 個 ず 設置 し , 1963 年 4 月 11 日 より 12 月 31 日 まで 、 


又 1964 年 に は No 8 , 9 の と と ろ へ 夫々 1 個 ず つ 置 いて 


2 月 1 日 か ら 12 月 31 日 まで , 産 みつ けら れ た 卵 舟 を 採 
集 し た . と と で 用 いた ワラ の 章 汁 は 水 5 2 に 38009 00 
ワラ を 加え て , 1 時 間 煮 沸 し , と れ に 水 を 加え て , 計 
8 の と し , 1 昌 枝 温 で 放置 し た も の で ある . この 煮汁 
を 1963, 1964 年 の 2 年 間 に わ た る 実験 期間 中 , 10 日 お 
き に 交換 し た 、 m 

時 間 的 消長 を 調査 する た め に , 1964 年 の ワラ の 意 汁 
の 更新 日 で あっ た 7 月 20 日 に 更に 8 個 の 水 が ガメ を 加え 
C, 計 10 個 と し , 第 1 図 に 示す よう に 同 構内 の 異な っ 


た 10 ケ ヶ所 だ 建物 の 外 避 に 接し て 設置 し 、 そ の 人 後 3 HI 


毎夜 午後 6 時 か ら 午 前 7 時 まで 各々 の 水 が メ に 生み 


- つけ られ た 卵 舟 を 1 時 間 毎 に 採集 し た . 
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Fig. 1. Map of the campus of Nagasaki University 
School of Medicine, showing the sites of ten 


. earthen jars (indicated by numerals 1 to 10) with 


rice-straw infusion as an oviposition medium of 
Culex pipiens pallens. The numerals are in an 
ascending order of abundance in the number of 
egg rafts collected for three days, July 20-23,1964. 


実験 成績 及び 考察 


I. 時 間 的 消長 
観察 第 1 一 3 日 目 に お ける アカ イエ カ の 産卵 丹 数 の 


時 間 的 消長 を 第 1 一 3 表 に 示す . 消長 の 様相 は 日 に よ 
り , 水 ガメ に より , か な り 人 違っ て いて , 第 1 日 目 CTable 1) 
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の Ns. 3 , 第 2 日 目 CTable 22 う の No.4 及び 10, 第 3 日 目 


(Table 3) の No. 1 の 水 が ダメ に お ける よう に に, 採集 数 が - 


非常 に 少な く , 消長 の は っ きり し な い 場 合 や , 第 1 日 
E ON. 2 や Ne10 の よう 夜明け 前 に むし ろ 多 い 場 合 も る 


小山 が 見 られ る . 

そ と で 53 日間 の 産卵 舟 数 を 合計 し て , 各 時 間 毎 に 図 
示す る と , 第 2 図 に 示し た よう に その 傾向 が より は っ 
きり し て くる. 即ち , 夏期 に お ける アカ イエ カ の 産卵 


ある が , 多く の 場合 に は , 日 肖 1 財 間 半 頃 を 頂点 と す は 日 没 前 (及び 日 出 後 ) に も 見 られ る が , その 数 は 極 
る 産卵 活動 の 山 が 見 られ , 日 出 頃 に も し ば し ば 活動 の め て 少な く , 大 多数 の 産卵 は 夜間 に 起 る と と , 産卵 活 
^ Table 1. Hourly distribution in a night of the number of egg rafts of 
Culex pipiens pallens laid on rice-straw infusion in 10 earthen jars 
set at GH erent places, July 20 to 21, 1964. 
4 | Total no. M E 9 n 
qu^." ot 6 | XT $4 9 DP XE] 9 DU Weg Ed 4^ 3.3 
egg rafts | | | | | | | | | | | | | 
| 7 8 9 | 10 | 11 | 12 1 2 3 4 5 | 6 7 
1 8 0 ! 0 3 | 1 | 1 2 0 1 0 | 0 olol o 
2 13 0 0 1 | 0 1 0 0 1 lt d 6 2 1 
3 5 | 0 1 SO] 11| 1 OE 1 1 oj olof o 
4 55 0 0 | 23 9 5 4 3 | 3 2 1 2 3 0 
5 58 0 Oc 1:32 Lob 5 6 3 0 1 1 2 7 0 
6 50 1 | 10 | 3 7 4 3 5 3 0 0 9 4 1 
7 | 735 | 0 5 | 25 | 12 4 7 5 | 4 3 0 E 0 
8 58 0 | 0 | 13 7 6 8 Z [^38 3 ue 3 1 0 
9 59 0 | .0 7 | 13 | 12 3 5 1 6 3 3 6 0 
10 | 44 0 1 7 Za 8 2 5 4 1 | 1 6 | 12 0 
Total | 425 29 |a | ujaj] 2 


Sunset (7:28) 
*As for Jar No., see Fig. 1. 


| 1 | ie | 105 | 6s | | 35 | 28 


Sunrise (5:25) 


Table 2 Hourly distribution in a night of the number of egg rafts of - 
| Culex pipiens pallens laid on rice-straw infusion in 10 earthen jars 
| | ; set at different places, July 21 to 22 1964. 
* Total no PM dg : Misa 
e of 6 A 9 10 GE DA 2 3 4 」 5 6 
. | eggrafts| | | ASMESEN E IINE HE UL. 
7 8 9 10 |. 11 12 1 2 3 4 5 6 7 
i 6 0 0 0 3 1 0 | 0 1 | 0 0 | 1 0 0 
2 20 3 0 13 2 0 0 0 o 0 0 2 0 0 
3 29 0 1 15 2 3 1 2 1 | 1 2 0 1 0 
4 4 O 】 0O | o 0 の 0 0 0 0 0 0 2 0 
5 32 0 0 15 4 3 0 | 3 1 2 1 2 1 0 
6 53 1 6 | 24 8 0 4 0 2 0 1 | 5 | 2 0 
の 30 2 4 7 2 4 4 1 = 1 0 2 0| 0 
8 44 0 次 | 3 5 6 4 E 2 zi 4 1 d 0 
9 33 1 0 15 6 1 Q 6 | 1 2 0 0 1 0 
10 61 0 7 3 2 8 | 12 4 4 | 3 6 | -8 4 0 
Total 312 | 7 | 30 | 99 | 34 | 28 | 25 | 17 | 15 | 10 | 14 | 21 | 12 | o 
1 


Sunset (7:28) 
*As for Jar No., see Fig, 1. 


Sunrise is 25) 
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Table 3. Hourly distribution in a night of the number of egg rafts of 
Culex pipiens pallens laid on rice-straw infusiorrsin 10 earthen jars 
set at different places, July 22 to 23, 1964. 
Jar* Total no. FM a Time nid 
No of 6 | 7 8 9 10 | 11 | 12 1 2 3 | A 5 6 
| egg rafts | | | | | |: | | | | | | | | | | | 
7 | 8 9 10 | 11 ! 12 1 2 3 4 5 6 7 
1 4 | I 0 i 2] olo E 0 o | ol o 
2 11 0 1 の "の | | ud 1 ] 0 0 0 0 
3 21 0 | 0 7 2 2 6 2 0 0 1 1 0 0 
4 16 0 L1 2 4 4 1 0 1 1 0 1 1 0 
5 23 0 0 6 6 3 3 1 1 1 0 ja 1 0 
6 | 2b 」 0 7 | 8]! 2 2 0 0 1 0 0 1 0 0 
7 20 0 3 2 6 1 | 0 1 0 0 0 0 0 
8 | 850 0| 7 8 7 5 | 7 3 5 4 1 1 | 2 0 
9 77 o | 2 トド 461 5 | 314 ST 8 1 1 i | 0 H 4| 0 
10 (96 | 12 | 17 | AE MM e 2 5.| ボド ト 9 0 0 
Total | 389 | o | 33 |103 | 52 | JE 41 | 13 | 13 | 12 | 3 | 9 | 9 | 0 
1 T 
Sunset (7:28) Sunrise (5:25) 
*As for Jar No., see Fig. 1. | 
ある い は 暗 か ら 明 へ の 明る さ の 変化 と 関係 が ある よう 
T (に 思わ れる . 日 出 頃 の 産卵 活動 の 小山 は , 水 ガ メ の 設 
置場 所 の 周囲 が 開け て いる 場合 に , 多少 多く 見 られ , 
土手 の 下 や 建物 の 谷間 に 設置 し た 時 に は み ら れ な いよ 
うな の で , ある い は 設置 場所 の 地形 と 関係 が ある よう 
2 人 思わ れる | » 
ME 各 水 ガメ で 採集 され た 卵 舟 数 は 上 記 の 3 表 に 示し た 
* よう に た, 場所 に よっ て 著しく 違う が , 日 に よっ て も か 
え な り 人 知っ て いる の で , 場所 毎 に 3 日 間 の も の を 合計 し , 
m Sunrise 便宜 の た め 人 合計 数 の 小さ いも の か ら 大 きい も の へ 番 


(5: 25) 
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AM 
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Fig. 2. Hourly distribution of the total 


number for three days of egg rafts of Culex pipiens 


^ pallens laid on rice-straw infusion in 10 
earthen iars (see Tables 1-3). 


動 は 日 没後 1 時 間 半 , 即ち 午後 8 時 一 9 時 を 頂点 と し 
て , その 前 後に 最も 盛ん で , TORREA, Ba 
頂 に 再び 活動 の 小山 が 現われ る と と が わか る . 産卵 活 
動 の 山 が 日 没後 に 見 られ , 又 日 出 頃 に も , 小さ く は ある 
が , 山 が 見 られ る と と か ら , EIER DA, 


号 を 付け , と れ を 各 水 ガメ の 番号 と し て 第 1 図 に 示し 
m. と と で 和 卵 瑞 数 の 多少 が 何 に よっ て 原因 され た か に 
つい て 考え て みる と , その 数 が 非常 に 多かっ た Ne.8 , 
No 9 及び No.10 の 水 ガ メ は , EA の 研究 室 か ら 流 され る 
航 幼 虫 の 使用 済み の 飼料 な ど が , ほとん ど 溜 り は し な 
い が , 浴 み 込ん で いる 潜 の すぐ 近く に あり , 風 の 吹き さ 
らし の 程度 の 比較 的 低い 場所 で あっ た の で , ciuis 
引 源 と な り , 風 の あ まり 当ら な か っ た 事 と 相まって , 産 


- 卵 場所 と し て 適当 で あっ た の で は な いか と 思わ れる . 


と れ に 対し て , Ne 2, 8, 4 は, 上 記 の 下水 か ら 離 れ 
て お り , 風 の 吹 き さ ら し の 程度 の 強い 場所 で あっ た の 
C, 産卵 する の 適当 で は な か っ た の で は な いか て 思 
われ る . し か し Ne lii. Ne 6 及び 7 の 水 ガ メ と 同じ よ 
うに 動物 小屋 の 近く で , 両 動 物 舎 共 , R, NONO 
鹿 育 され て お り , 後 二 者 で は その 他 鶏 が 数 羽 飼育 さ 
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れ て いた . と の と と が No. 6 及び Ne 7 TEIR DS JE 
的 多く , i E 
考え て いる . 

HT. 幸 節 的 消長 

1968, 1964 年 だ お ける 産卵 活動 の 季節 的 消長 と 夫々 
の 年 の 平均 気 湯 :. 降 雨量 を 第 3 図 に 示し た . 1963 年 に 

は , 卵 身 の 採集 店 4 月 11 日 より 開始 し た . 卵 舟 数 は 5 
月 上 旬 か ら 次 第 多く な り , 6 月 下旬 か ら 9 月 上 旬 に 
産卵 活動 が 極め で 時 盛 で ある が , その 後 第 次 に 減少 し 
c, 11 月 下旬 以後 に は 採集 され な く な る . TARAR 
び 8 月 下旬 の 活動 の 低下 は , 大 雨 と 多少 関係 が ある よ 
うに も 思わ れる が , と の 時 期 ば か り で な く , 年 を 通じ 
て か な り 規 則 正 し い 増 減 が 繰り 返さ れ て いる の で , A 


辺 部 に お ける 本 種 個体 群 の 世代 の 選 移 に 起因 し て いる 


の で は な いか と 思わ れる . | 
1964 年 に は 2 月 1 日 か ら 採 集 を 開始 し た が , 
30 


2 月 上 


20 


Mean temperature (C) 


.No. of egg rafts per day per jar 


Fig. 3 


摘 


、 テ カイ エ カ の 産卵 活動 の 時 間 的 並び に 季節 的 消長 を 
知る た め に , 長崎 大 学 医学 部 構内 の 条件 の 逢っ た 色々 


i ム グ 


旬 に すでに 極 く 少 数 の 卵 舟 が 採集 され た . と れ は その 
時 の 気温 が 異常 高かっ た と と に よる も の と 思わ れる . 
その 後 3 月 下旬 か ら 卵 身 が 多く な り 始 め , 6 月 上 旬 か 
ら 10 月 中 旬 こ か け て , か な り 盛 ん な 産卵 活動 が み ら れ , 
その 後 急 激減 少 は する が , 12 月 上 旬 ま で 産卵 が 見 ら 
れ た . 1964 年 の 春 さ き と 秋 に , 前 年 より も 多く の 卵 舟 
が と れ て いる が , とれ は と の 時 期 の 気温 が 比較 的 高 か 
っ た と と に よる も の と 思わ れる . 逆 に 夏 に は か な り 少 
な か っ た が , 7 月 初旬 か ら 8 月 下旬 迄 の 間 の 無 雨 , K 
不足 に よる の で は な いか と 思わ れる . 1964 年 2 月 上 旬 
及び 12 月 上 旬 に 極め て わずか で は ある が , 卵 東 が 採集 
され て いる と と は すでに 述べ た が , と れ ら の 時 期 の 気 


温 は 8.8 あ る い は .8.4?C の 低温 で あり , と の よう な 時 
(に も , な お 産卵 する 個体 が あ 
TEZ, 


る と と は , 興味 ある と と 


400 
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Sea 2 nal distributions of the number of egg rafts of Culex pipiens 

pallens laid on rice-straw infusion in 3 and 2 earthen jars in 1963 and 1964 , 
respectively, together with the records of mean temperature and rainfall in Nagasaki 
City. Thick lines are for 1963 and thin ones for 1964. Observations were made from 
April 11 to December 31 in 1963 and from February 1 to December 31 in 1964, 


要 


な 場所 て, ワラ の 煮汁 を 入れ た 水 ガ メ を 置い て , 毎 日 産 
みつ けら れる 卵 舟 を 採集 し た . 時 間 的 消長 の 調査 は 19 
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64 年 7 月 29 是 か ら 3 日間, 10 個 の 水 が ガメ を 使っ て , 7 
方 か ら 有 翌朝 迄 一 時 間 毎 に 行っ た . 季節 的 消長 を 調べ る 


た め の 卵 舟 の 採集 は , 1963 年 に は 4 月 11 日 か ら 3 ケ 所 ・ 


"C12H31H3€ 
迄 続け た . 

l EXVANONBEEU 場所 に より , 日 に 
XC, か な り 人 逢っ て いる が , 一 般 的 に は 日 入 後 の 8 
— 9 時 を 頂点 と する 旦 盛 な 活動 が 見 られ , 日 出 頃 に も 

し ば し ば 活動 の 小山 が 認め られ る . この と と か ら 本 種 
_ 告 の 産卵 活動 は 明る さ の 変化 と 関係 が ある よう に 思わ 
れる . 


, 1964 年 に は 2 月 1 日 か ら 2 ケ所 で 年 末 


— 変異 が 見 られ , 多少 共 , 誘引 源 の ある と 思わ れる 所 で 
文 
1) Corbet, P, S. et al. : Observations on the 
Oviposition-cycle of Aedes (Stegomvia) aegypti CLin- 
mnaeus).-]|V. | Ann. trop. Med, 
156-164, 1960. | 
2) Gillett, J. D. et al. 
Oviposition-cycle of Aedes (Stegomyia) aegypti (Lin- 


Parasit., 54: 


: Observations on the 


2. 産卵 丹 数 は カメ の 設置 場所 に よっ て , 著しい 


JJ 


WR DOR OREAREN. 

5. 季節 的 に みる と , 産卵 は 2 月 上 旬 か ら 12 月 上 
旬 ま で 行なわ れる が , その 活動 は 5 月 か ら 次 第 活発 
と な り , 6 月 か ら 9 月 に か け て , 最も 盛ん と な る . その 
後 次 第 に 減少 する .. 196 4 年 の 春 き き と 秋 の 産卵 活動 が 
前 年 より 活発 で も っ た の は , この 時 期 の 気温 が 比較 的 
高かっ た と と に よる と 思わ れ , 逆 に 夏期 に は か な り 低 
か っ た の は , と の 年 の 夏期 の 無 雨 と 水不足 に よる よう 
に 思わ れる . 一 年 を 通じ て 消長 曲線 を みる と , 両 年 共 


dC, か な り 規 則 正 し い 増減 が 繰り 返さ れ て いる が , C 


の と と は , ある い は , 本 医学 部 の 周辺 の 住宅 地 で の ア 了 ア 
I RE n 
か と 思 、 わ れる . 


B 


nacus).-V]. Ann, trop. Med. Parasit., 85 : 427- 


431, 1961. 


3) Gillett, J. D. 
cycle by the Individual Mosquitoes in a Popu- 
lation, J. 665-681, 1962. 
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